
「一陽来復」 

新しい年を迎えました。今年の正月は天候にも恵まれ、健やかな新年をお迎えになられたことと存じま

す。新しい年を迎え、教職員一同、気持ちを新たに引き締めて子どもたちの健全育成に全力で取り組みた

いと思います。昨年同様にご支援、ご協力よろしくお願いいたします。 

さて、１７日間の冬休みでしたが、お陰様で休み中は大きな事件や交通事故などもなく、子どもたちは

元気に３学期を迎えることができました。２学期の終業式で、年末年始では１年を振り返り、新たな目標

をつくることが大事であることを話しました。新年を迎えた今、新たな希望と目標をもって学校生活を始

めた人も多いと思います。一人一人の希望や目標こそが、頑張ることのできる源であり、人生を豊かにし

てくれる鍵になります。目標をしっかりと定め、意志を強くもち、目標の実現に向けて努力を重ねてほし

いと思います。 

「一陽来復（いちようらいふく）」という言葉があります。これは、冬から春になることや冬至そのも

のを指す言葉です。そのことにあやかって、運気が巡ってくることを指し縁起がいい言葉となっています。

中には「一陽来復」と書かれたお守りやお札もあります。今日、学校の梅の木の枝には膨らんでいるつぼ

みが見られ、一陽来復の兆しを感じました。令和４年度もあと３ヶ月です。コロナ禍で不自由な生活が続

きますが、感染予防を徹底し、みなさんにとって心から一陽来復を願うばかりです。 

                      大府南中学校長 岡村雅浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期末学年レク（３・１年生） ・ 上級学校訪問（２年生） 
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【３年生】           【１年生】          【２年生】 

 

大  府  南  中  学  校 

学  校  だ  よ  り  

第３８５号 (Ｒ４-９) 
令和５年１月１０日(火)
  

七草（ななくさ） とは？ 

 人日の節句(１月７日)の朝に７種の野菜が入った羹（あつもの）を食べる風習のこと。本来は七草

と書いた場合、秋の七草を指し、現代は風習だけが形式として残り、１月７日に「七草粥」が食べら

れるようになったと考えられるそうです。 

   春の七種   ・芹（せり） ・薺（なずな） ・御形（ごぎょう）  ・繁縷（はこべら）  

              ・仏の座（ほとけのざ）  ・菘（すずな）   ・蘿蔔（すずしろ） 

現在では１年の健康を願って食べるとよく聞きますが、みなさんのご家庭では食べましたか？ 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

第２回 地域のゴミ拾い（３年生） 

 １２月２１日（水）に３年生の学年委員の立案により第２回の地域のゴミ拾いを行いました。前回は

学校周りに限定した活動でしたが、学年委員の「お世話になった地域への恩返しがしたい」「SDGｓの学

習をし、継続することが大切だと思った」というような思いからできる限り校区の広範囲へと広げて活

動しました。かなり寒い日となりましたが、一生懸命活動する姿に地域の方から感謝の言葉を多くいた

だきました。 

 
 

３学期行事予定 

１月１０日（火） 始業式           １１日（水） 実力テスト（１・２年生） 

  １２日（木） 薬物乱用防止教室（２年生） ３０日（月） 学校保健委員会 

  ２０日（金）・２３日（月）・２４日（火） 私立一般入試（３年生） 

２月 １日（水） 令和５年度入学生説明会～   ３日（金） 午前中授業 

   ６日（月）～テスト週間（１・２年生）  １６日（木） 後期生徒総会 

  ２２日（水） 公立一般学力検査（３年生） ２４日（金）・２７日（月）公立一般面接（３年生） 

３月 １日（水） ３年生を送る会        ３日（金） 給食最終日（３年生） 

   ７日（火） 卒業式           １０日（金） 進路説明会（２年生） 

  １５日（水） 生徒会役員選挙       ２３日（木） 給食最終日（１・２年生） ・ 植樹祭 

  ２４日（金） 修了式 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今月号より、「学校だより」「学年だより」「保健だより」「給食だより」につきましてはHome & 

Schoolでの配信となっております。ご確認ください。 

  

大府市からの就学援助制度のお知らせ 

大府市では、お子さんを小・中学校へ通学させるうえで、経済的にお困りの保護者の方に対して、学用品費・学校

給食費等を援助する事業を行っています。 

援助を受けることができる方 

（１）生活保護を受けている方 

（２）次の基準のいずれかに該当する方で、生活保護に準ずる程度に困窮していると教育委員会が認めた方 

① 市民税の非課税、または減免世帯 

② 個人事業税、または固定資産税の減免世帯 

③ 国民年金の掛け金、または国民健康保険税の減免、もしくは徴収の猶予世帯 

④ 児童扶養手当の受給世帯（児童手当とは異なります） 

⑤ 生活保護法に基づく保護の停止、または廃止を受けた方 

⑥ 生活福祉資金の貸付を受けた方 

⑦ 失業対策事業適格者手帳を持っている、又は職業安定所登録日雇労働者の方 

⑧ 保護者の職業が不安定で生活状態が悪いと認められる方 

⑨ その他（上記以外の場合） 

※この制度についてのお問合せは各小中学校及び教育委員会学校教育課（℡：46-3332）まで 

 


